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　前回（第 18回）の PF シンポジウムにおいて，我々は現在検討中の PF 2.5GeV Ring 直線部

改造計画における，挿入光源増強の基本的方針を提案した。それは：

１．拡張される直線部を生かして，VUV-SX 領域において輝度を追求する，または偏光特

性等について特徴ある光源を建設する，

２．新設される４本の短直線部に短周期のアンジュレータを設置し，Ｘ線領域におけるア

ンジュレータ光源を実現する，

３．既設アンジュレータを利用者の今日的要求仕様に合わせて（第１項をふまえ）適宜改

造する。この改造と同時に，挿入光源の操作性を最新のものにアップグレードする，

である。

　今回は，この１年間の検討および実績に基づき上記の第２および３項について報告する。

下図には短直線部に設置する短周期アンジュレータのスペクトル（Brilliance）を紹介する：
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ことからくる波長可変領域の狭さなのですが、それ
でも目的に応じて適切な周期長を選択すれば 1keV

から 15keV（場合によって 20keV）領域で十分に性
能の高い光源としての役割を果たせるものと考え
ます。
｠ 特に、蛋白質構造解析の光源として重要になる
10keVから 12keV領域の放射光は、�u=20mmの場
合 9次光で、�u=16mmの場合 5次光で、カバーさ
れることがわかります。さらに、�u=12mm の 3 次
光については最小ギャップを 4.0mm まで狭くした
場合のスペクトル（マークの付いている部分より低
エネルギ側のカーブ）を示しました。上述のように
最小ギャップは現在のPFのMPW#16と同じ実効ア
パーチャを与えるように決めている訳ですが、実を
言うとこの値が最小値であるという確証はなく、よ
り小さなギャップが実現できる可能性もあります。

もしも、今のところ仮に決めている最小ギャップ
4.5mmより狭いギャップを実現できるなら、より低
次のアンジュレータ光によって必要なエネルギ領
域をカバーできるので、今後のマシンスタディを通
して、または SGU 設置後のマシンスタディを通し

Figure 2.
Spectra from the short gap undulators: (a) brilliance
(phs/s/mm2/mrad2/0.1%bandwidth) and (b) flux
(phs/s/0.1%bandwidth). Several cases with different
period lengths, 20mm, 16mm, 12mm, and 10mm
are shown. Parameters of the PF ring are:
E=2.5GeV, I=300mA, �0=27nm, �=1%, �E/E=7.3
�10-4, �x=5m, ��y=0.5m. The minimum gap of the
undulator with the length of 0.5m is assumed to be
4.5mm.

Figure 3.
Brilliance spectra from the short gap undulators for
the several cases with different period lengths: (a)
�u=20mm (K=1.56), (b) �u=16mm (K=1.05), and
(c) �u=12mm (K=0.707). The same parameters are
used for the PF ring as Fig.2.
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